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各支部の様子がブログで発信されています！
2月16日「金谷茶まつりブログ」講習会が行われ、各支部担当者が情報発信の方法を勉強しまし
た。翌日から続々と記事がＵＰされています。このブログの目的は、金谷茶まつりの当日の様
子だけでなく、各支部の様子を準備段階から世界中の人に知っていただき茶まつりを盛り上げ
ていこうというところにあります。ぜひみなさんも、かなや茶まつりブログを見て活用してく
ださい。
　金谷茶まつりブログへのアクセスは
　「島田市ホームページ」→「eコミニティしまだ」→「金谷茶まつりブログ」
　または　検索ページから

また、金谷茶まつりホームページ「www.chamatsuri.com」では、みなさんの携帯電話・パソコ
ンから投稿できるシステムを今回も準備中です。詳しくは次号でお知らせするとともに、各支
部へも通知する予定です。みなさんの手で、みなさんの伝えたい情報が発信できます。ぜひと
もご期待ください。

事務所　島田市金谷河原3400
島田市金谷健康福祉センター3階

℡　0547-46-0031
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二
月
十
七
日

(

日
）
み
ん
く
る
に

お
い
て
、
金
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
自
治
会
長

は
じ
め
、
各
界
で
中
心
的
に
活
動
を

し
て
い
る
金
谷
の
地
域
住
民
八
十
名

の
参
加
の
も
と
、
金
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
の
設
立
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
規
約
の
確
認
を
行
い
、
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

金谷コミュニティ委員会が設立されました。

初
年
度
の
役
員
体
制
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。
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本
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司
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村
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総
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澤
　
克
夫
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環
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衛
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広
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村
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常
任
委
員

（
金
谷
地
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自
治
会
長
会
代
表
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澤
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鈴
木
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山
下
　
公
敏

新役員により作成された事業内容案と予算案を、第１回の定例総会（５月に予定）に提案します。

茶まつりブログの講
習中の各支部担当者
のみなさんです。
毎日更新されていま
す。
ぜひ見てくださいね。

　
新
会
長
挨
拶
　
塚
本
　
俊
司

　
私
も
設
立
準
備
会
の
一
員
と
し
て
関
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
暮
林
準
備
会
長
に
は
、
こ
の
2
年
間
は
産

み
の
苦
し
み
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
紆
余
曲
折
の
中
で
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
新
し
い
組
織
と
し
て
心
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
生
み
出
さ
れ
た
側
か
ら
言
う
と
、
金
谷
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ん
は
生
み
の
親
。
親
不
孝
に
な
ら
な
い
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
た
ば
か

り
の
、
前
例
の
な
い
全
て
が
ゼ
ロ
か
ら
の
発
進
で
す
。

皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
お
知
恵
や
ご
協
力
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。

　
「
お
茶
」
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
事
業
内
容
や

予
算
を
審
議
す
る
総
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
、
ご
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
来
賓
の
皆
様
に
は
、
設
立
の
場
に
立
会
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
設
立
の
証

人
と
し
て
、
今
後
も
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金谷コミュニティ委員会設立準備会
暮林会長から
金谷コミュニティ委員会塚本会長へ
バトンが渡されました。

金谷コミュニティ委員会
会長　塚本俊司
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設立総会には、地域活動をされている方
からの「生の声」として、こんなご意見を
いただきました。

金
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　
　
　
　
設
　
立
　
決
　
議

　
平
成
十
七
年
五
月
の
合
併
以
降
、
金
谷
地
区

で
は
、
組
織
の
統
合
・
再
編
の
流
れ
の
中
で
、

金
谷
地
域
の
活
動
を
担
っ
て
き
た
組
織
の
減
少

に
よ
り
、
団
体
間
の
連
携
が
困
難
に
な
る
と
い

う
現
実
に
直
面
し
、
住
民
の
中
か
ら
「
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」
「
な
ん
と
か
し
な
け
れ

ば
」
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
合
併
か
ら
三
年
、
私
た
ち
は
、
金
谷
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
新
し
い
島
田
市
の

発
展
の
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、
金
谷
町
時
代

か
ら
諸
先
輩
が
営
々
と
し
て
築
き
、
大
切
に
受

け
継
い
で
き
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
活
動
の
歴
史

を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住

民
が
情
報
発
信
し
、
行
政
任
せ
で
は
な
く
自
ら

の
手
で
参
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば
成
し
得
ま
せ

ん
。

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
住
民
の
自
主
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
、
金
谷
地
区
の
住
民
・
団
体
等
が
連
携

し
て
活
動
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
本
日
、

こ
こ
に
「
金
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
」
を
設

立
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
二
月
十
七
日

 
 
 
金
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
設
立
総
会

　金谷コミュニティ委員会設立総会では、
たくさんのご来賓の皆様に、金谷のまちづくりの
スタートを見守っていただきました。(敬称略）

｛ご祝辞をいただいた皆様｝
・桜井島田市長
・田島島田市議会議長
・沖金谷商工会会長
・鴨田島田市コミュニティ連絡会会長　（初倉コミュ
　ニティ委員会会長）

｛ご臨席いただいた皆様｝
・市会議員
　坂下修副議長・仲田祐子・杉村要星・河原崎
　聖・佐野義晴・飯塚栄一・原木忍・松本敏・
　紅林貢

・浅岡コミュニティおおつ委員会会長
・平口まちづくり川根の会副会長

・島田市企画課　矢澤課長、今村係長、原田主
事

　　　　　　　　　　　　　　合併前、当時の総代として合併
　　　　　　　　　　　　　には大変危惧していたが、金
　　　　　　　　　　　　　谷地域としてのイベントや活動
　　　　　　　　　　　　　が消えていくのを肌で感じてき
　　　　　　　　　　　　　た。合併後は環境衛生委員とし
　　　　　　　　　　　　　て活動しているが、用水路のコ
ンクリート化・大代川は魚もすめないなど、特に「水」
に関わる環境破壊を心配している。
金谷に住みたいという人が減っているのでは…？
島田市の行政は市民の視点が弱いのでは…？
これをどうにかしていくためには、なにかしなくてはい
けない。それが金谷コミュニティだと思う。
市民活動を活発に行いながら、市民の声を行政に届
けよう。

来館者は３２８７名でした。

―静岡新聞平成20年2月7日朝刊１６面―　―静岡新聞社編集局調査部許諾済み
―

２月６日、オープンセレモニーのテープカット。左から、
清水企業懇話会会長（第一三共プロファーマ）
福島金谷高校教頭先生（実行委員長代理）
金谷幼稚園・五和幼稚園の園児の皆さん。
松田島田市教育長・暮林金谷コミュニティ設立準備会長

　　　　　　　　　　　　　合併で、島田市小学校区
　　　　　　　　　　　　　対抗駅伝に金小・五和小
　　　　　　　　　　　　　チームとして参加すること
　　　　　　　　　　　　　になったが、金谷には再編
　　　　　　　　　　　　　や統合で体育関係の組織
　　　　　　　　　　　　　がなくなっていた。たまたま
体育委員として関わった当初は、話し合う組織も
なければ、通知を出すにも費用がなくて、大変
困った。金谷町時代には教育委員会が事務局
の役割を果たしていてくれたが、合併後は、住民
の肩にかかってくるということを実感した。
コミュニティ委員会の設立で、こうした活動の母
体ができるということで、大変うれしく思う。

一昨年、市教委から子供を
守る会を立ち上げてもらえ
ないかと言う話があったが、
金谷には自治会を超えた
組織がなく、相談をすると
ころがないという現実に直
面した。島田にはある。川根もいち早く進めて
いる。自治会を超えて話し合う機会がないと、
地域が冷えてくる。金谷の未来を考えたら、こ
の組織は必要不可欠。
コミュニティとは、諸問題を解決していく団体
だと思う。
2万人の住民の声をまとめて議員を通じて議
会に届けよう。

金
谷
高
校
の
皆
さ
ん

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
こ
の
『
夢
づ
く
り
展
』
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
金
谷
高
校
の
皆
さ
ん
で
す
。

 
美
術
部
や
書
道
部
の
皆
さ
ん
は
期
間
中
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
設
営
や
か
た
づ
け
に
は
野
球
部
の
皆
さ
ん
が
、
今

年
も
若
い
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田中清司さん・金谷元町

北川富夫さん・牛尾小林繁盛さん・東町


